
ハードウェアとソフトウェアの動作環境

・Windows Vista /7/8/10
・CPU：Pentium 以上
・空きメモリ：500MB 以上

DraftingCADをインストールする

DraftingCADをインストールするには：
1. 「DraftingCAD 55」フォ　ルダから「Setup」をダブルクリックし                                            

ます。

2.  インストーラが起動します。画面の指示に従ってインストールして下
さい。プログラムに「DraftingCAD 5.5」フォルダーがインストール
されます。

DraftingCAD を起動する

1.スタート画面またはスタートメニューの「DraftingCAD 5.5」フォ
ルダの「DraftingCAD 」アイコンをダブルクリックします。

2. 表示されるダイアログに名前と有効なシリアル番号を入力します
（会社名はオプションで、必ずしも入力の必要はありません）。

3. シリアル番号は、使用しているバージョンに有効なものでなけれ
ばいけません。これはプログラムの購入時またはアップグレード
時に提供されます。

4. ［OK］ボタンは有効なシリアル番号を入力したときにのみ押せる
ようになります。クリックすると、アプリケーションがフル・バ
ージョンで開きます。［デモ版］ボタンをクリックすると、アプ
リケーションはデモ・モードで動作します。デモ・モードではい
くつかの機能とメニューが使えません。

オンラインマニュアル

DraftingCAD には、pdf 形式のDraftingCAD オンラインマニュアルが付属してい
ます。ヘルプメニューから［オンラインマニュアル］を選択すると、オ
ンラインマニュアルが開きます。印刷することもできます。

手軽に使える新感覚デザインソフト

スタートアップマニュアル
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DraftingCAD の環境

書類ウインドウ
DraftingCAD の書類ウインドウには、描画領域を表示、作成、編集す
るための書類が表示されています。書類ウインドウは、描画領域で
DraftingCAD のすべての機能が簡単に使えるようにデザインされてい

ます。DraftingCAD を起動すると、次のような画面が表示されます。

塗りと線インディケータ
ウインドウの左下の隅にある２つの小さなボックスは、塗りと線イ
ンディケータボックスです。塗りインディケータは、描画するオブ
ジェクトを塗りつぶすときに使われる現在選択されている色、グレ
ーの階調、または模様を示します。線インディケータは、現在選択さ
れている線の属性――線種、線の太さ、ペンの色、ペンの模様の一
部を表示します。ここには、線やオブジェクトの縁を描くときに使
われる属性が表示されます。詳しくはオンラインマニュアルの「塗
りと線インディケータボックス」をご覧ください。

塗りインディケータボックス　　　　　　　　　　　線インディケータボックス

描画領域
描画領域とはウインドウの一部で、点線の区切り線が見える領域を
指します。この区切り線はグリッド線と呼ばれ、英米法ではグリッ
ド線の間隔は１インチ（10 分の１フィート）、メートル法だと１セ
ンチに相当します。グリッド線は描画するときのガイドとして使う
ことができます（グリッド線については「グリッド線」をご覧くだ
さい）。新しい書類を作成すると、DraftingCAD は自動的に、現在使
用している出力デバイスの用紙サイズ１ページ分に相当する書類を
表示します。しかし大きな図面が作成できるように、書類のサイズ
を複数のページに変えることはいつでもできます（オンラインマニ
ュアルの「図面サイズを変更する」をご覧ください）。
書類ははじめ開いたとき、図面領域全体の左上の隅しか見えません
が、他の領域が見えるように書類のデフォルトを変えることもでき
ます（オンラインマニュアルの「書類とアプリケーションのデフォ
ルトを設定する」をご覧ください）。

メニューバー
メニューバーは画面の一番上にあり、DraftingCAD のすべてのプルダ
ウンメニューが含まれています。他のほとんどのWindowsのアプリ
ケーション同様、メニューバーのメニュータイトルをクリックすると
、利用可能なメニュー項目のリストが下方向に現れます。

キーボードコマンドを使う
特定のメニュー項目はキーボードから直接選ぶことができます。キー
ボードから選ぶことができるメニュー項目の横には、ctrlキーのシン
ボルとキーボードの文字が表示されています。これらのメニュー項目
は、ctrlキーを押しながら該当するキーボード上の文字キーを押すこ
とで選択することができます。例えば、（編集メニューにある）［複
製］を選択するには、ctrlキーとD（大文字でも小文字でも構いません
）を押します。編集メニューが一瞬反転表示し、選択したオブジェク
トの複製ができます（オンラインマニュアルの「付録B-キーの特別な
使い方」をご覧ください）。
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パレット
DraftingCAD の最も重要なツールは、2つのフローティングパレット
――ツールパレット、寸法パレットにあります。属性パレット、サ
イズ変更パレット、配置パレットは、他のパレットを使って作成し
たオブジェクトのさまざまな属性をコントロールします。

これらのパレットは、画面上を自由に動かすことができ、描画領域
の上に浮いている（フローティング）ので、フローティングパレッ
トと呼ばれます。

パレットを表示する
表示メニューの［パレット］サブメニューからパレットの名前を選
択します。または、ウインドウメニューからパレットの名前を選択
します。または、書類ウインドウの左下にあるポップアップメニュ
ーからパレットの名前を選択します。パレットが現れて、それに対
応するリスト上の名前に横にチェックマークが付きます。現在表示
されているパレットの名前の横にチェックマークが付いています。

パレットを隠す
パレットは必要がなくなったら隠すことができます。

・隠したいパレットのパレットウインドウの右上隅にあるクローズ
（閉じる）ボックスをクリックします。

・または、ウインドウメニューから隠したいパレットの名前を選択
します。

・または、書類ウインドウの左下にあるポップアップメニューから
隠したいパレットの名前を選択します。パレットが消えて、リス
ト上のパレットの名前の横にあったチェックマークがなくなりま
す。

パレットを動かす
パレットは画面上の好きな位置に動かすことができます。
1. カーソルをパレットの上部の部分にあててマウスボタンを押しま

す。パレットをどの方向にでも動かせることを示します。
2. マウスボタンを押したままパレットを好きな位置までドラッグし、

マウスボタンを放します。�
�

ツールパレット

※バージョン5.5に「星型」ツールが追加されました。
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ポインタツール：オブジェクトの移動と変形、メニューの選択、パ
レットの始動に使います。

回転ツール：選択したオブジェクトを自由に回転させます（「回転
ツールと回転コマンド」をご覧ください）。

選択ツール：オブジェクトの周りに矩形を描いて囲むことによって
オブジェクトを選択するときに使います（「複数のオブジェクトを
選択する」をご覧ください）。

手ツール：スクロールバーを使う代わりに図面の表示位置を変える
ときに使います（「書類ウインドウの中の図面の位置を変える」を
ご覧ください）。

線ツール：任意の角度（制約なし）または一定の角度（制約あり）
で直線を描くときに使います（「基本線を描く」をご覧ください）。

特殊線ツール：特殊線ツールは、他のオブジェクトとの垂直線、接
線、オフセット線を描くときに使います。また、既存のオブジェ

クトの中点、端点、中心点を始点とする線を描くこともできます（
「特殊線を描く」をご覧ください）。

長方形ツール：角が直角の正方形と長方形を描くときに使います（
「長方形を描く」をご覧ください）。

テキストツール：図面にテキストを加えたり、既存のテキストを編
集するときに使います（「テキスト」をご覧ください）。

正多角形ツール：三角形、六角形、八角形など、辺の数が３から16 
あり、すべての辺の長さが等しい左右対称の正多角形を描くときに
使います（「正多角形を描く」をご覧ください）。

角丸長方形ツール：角が丸い正方形と長方形を描くときに使います
（「角丸長方形」をご覧ください）。

円ツール：直径（D）、半径（R ）、または３ 点（3）を使って円を
描くのに使います。同心円を描くこともできます（「円を描く」を
ご覧ください）。

弧ツール：半径（R）または３ 点（3）を使って弧を描くときに使い
ます。楕円弧（E）と同心円弧を描くこともできます（「弧を描く
」をご覧ください）。

多角形ツール：２ つ以上の辺を持つオブジェクトを描くときに使い
ます（「不規則多角形と折れ線を描く」をご覧ください）。

フリーハンドツール：ベジェ曲線と雲形曲線を含むフリーバンド線
と図形を描くときに使います（「フリーハンド線、図形、曲線を描
く」をご覧ください）。

平行線ツール：平行線図形（単純な平行線、開いた平行線多角形、
閉じた平行線多角形）と、直線から押し出したペアの平行線を描
くときに使います（「平行線オブジェクトを描く」をご覧くださ
い）。

トンボマークツール：標準的なトンボを描くときに使います（「ト
ンボマーク」をご覧ください）。

90°回転ツール：選択したオブジェクトを90°回転させるときに使
います（「90°ツールを使った回転」をご覧ください）。

属性ツール：オブジェクトの属性をコピーして適用するときに使い
ます（「属性ツールを使って属性をコピーする」をご覧くださ
い）。

ズームツール：図面上の領域をズームイン（拡大表示）またはズー
ムアウト（縮小表示）するときに使います（「図面のズームイン
とズームアウト」をご覧ください）。

１：１ツール：現在の描画領域を等倍表示に戻すときに選択します
（「１：１ツール」をご覧ください）。

寸法パレット

�
水平寸法ツール：水平方向の寸法線を描くときに使います（「水平
　寸法オブジェクト」をご覧ください）。
垂直寸法ツール：垂直方向の寸法線を描くときに使います（「垂直

寸法オブジェクト」をご覧ください）。
平行寸法ツール：傾斜のある寸法線を描くときに使います（「平行

寸法オブジェクト」をご覧ください）。
垂線寸法ツール：直線とオブジェクトの辺に垂直な寸法線を描くと

きに使います（「垂線寸法オブジェクト」をご覧ください）。
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直径寸法ツール：オブジェクトに直径の寸法線を付けるときに使い
ます（「直径寸法」をご覧ください）。

半径寸法ツール：オブジェクトに半径の寸法線を付けるときに使い
ます（「半径寸法」をご覧ください）。

円中心マークツール：円、弧、楕円の中心にマークを付けるときに
使います（「円中心マーク」をご覧ください）。

角度寸法ツール：オブジェクトに角度の寸法線を付けるときに使い
ます（「角度寸法オブジェクト」をご覧ください）。

複数の書類ウインドウを表示する
�
ウインドウを並べて表示する�
いくつかの書類ウインドウの内容を同時に見たいときは、［ウイン
ドウをタイル表示］コマンドを使うと、画面に開いているすべての
ウインドウをタイル状に並べることによって同時に表示することが
できます。�

ウインドウを並べて表示するには：�
・ウインドウメニューから［ウインドウをタイル表示］を選択しま

す。 開いている書類が縦横に並んで表示されます。

ウインドウを重ねて表示する
ウインドウを重ねて表示すると、いくつかの描画ウインドウを手頃
なサイズで開いておけると同時に、１つの書類をクリックしてそれ
を開いている他の書類の前面に簡単に持ってくることができます。

�
ウインドウを重ねて表示するには：
・ウインドウメニューから［ウインドウを重ねて表示］を選択しま
す。 開いている書類が少しずつずれて、重なって表示されます。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

特定の開いている書類に切り替える
�
他の書類またはシンボルライブラリに切り替えるには：
1. ウインドウメニューを開きます。�
ウインドウメニューの下部に、現在開いているすべてのDraftingCAD
の書類が表示されます。アクティブな（一番前面に開いている）書
類にはチェックマークが付いています。
�
2. 必要な書類の名前を選択します。
 選んだ書類がアクティブになって、他の書類ウインドウの前に表示
されます。
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シンボルライブラリを使う�

シンボルライブラリは、基本的なイメージやシンボルを保存し、カ
タログ化し、再使用するのに大きな力を発揮します。前に作ったシ
ンボルをシンボルライブラリから取り出して図面に直接配置するこ
ともできます。シンボルライブラリを利用すれば、自分で電気・建
築記号や、ロゴ・広告・図案のようなよく使うイメージを作成し、
それをアクセスが簡単なライブラリに保存しておいて、さまざまな
図面に取り込むことができます。ライブラリのシンボルは、図面の
尺度や回転、オブジェクト情報フィールドなど、すべての属性を保
持します。�

既存のシンボルライブラリを開く
ディスクに保存されているシンボルライブラリを開くときはファイ
ルメニューの［開く...］コマンドを使います。シンボルライブラリが
開くと、中に図面からオブジェクトをペーストしたり、ライブラリ
に入っているシンボルをコピーしてそれを図面にペーストしたりす
ることができるようになります。�
�

ディスクに保存されているシンボルライブラリを開くには：�

1. ファイルメニューから［開く...］コマンドを選びます。

ダイアログボックスが現れます。

2.マイドキュメント（またはドキュメント）フォルダの[DraftingCAD 

5.0]フォルダから[シンボルライブラリ]フォルダを選んで、 使いたい

シンボルライブラリが入っているフォルダを選択します。

3.［ファイルの種類］ポップアップメニューから「DraftingCAD

Symbol Library」を選びます。リストボックスが現在のディレクトリ

にある利用可能なシンボルライブラリを表示します。�

4. 目的のシンボルライブラリの名前を選択します。

5. ［開く］ボタンをクリックします。

シンボルライブラリのウィンドウが画面に現れます。

シンボルライブラリにオブジェクトを挿入する
DraftingCAD の描画ツールを使ってオブジェクトを作成したら、それ

をシンボルライブラリに挿入することができます。
1. シンボルライブラリに挿入したい図面上のオブジェクトを［切り

取り］または［コピー］します。
2. シンボルライブラリを開きます。
3. ライブラリにオブジェクトをペーストします。



尺度を設定する

図面を描き始める前に、オブジェクトと用紙のサイズを決めなけれ
ばなりません。大きい図面にオブジェクトを現尺で描くことは現実
的ではありません。うまく大きさの比率を保ちながら、縮小して描
くことが必要になります。こんなときに使うのが尺度――実際のオ
ブジェクトのサイズに対する図面上のオブジェクトのサイズの比―
―です。例えば、１ センチが10 センチに相当するように（1：10）
縮尺を設定すると、図面上の１センチの長さの線は、実際には10 セ
ンチの線ということになります。

メモ：既存のオブジェクトを尺度が異なる図面にペーストすると、
そのオブジェクトが描かれているサイズはペースト先の図面の尺度
に自動的に調整されてペーストされます。

デフォルトの尺度を設定するには：
1. レイアウトメニューを開いて、［尺度/ 単位設定...］を選択します

。［尺度／単位設定］ダイアログボックスが現れます。
2. ［デフォルト尺度］ポップアップメニューをクリックします。［

デフォルト尺度］ポップアップメニューに、選択した単位で使え
る尺度が表示されます。

3. ドラッグして任意の尺度を選び、マウスボタンを放します。新し
い尺度が表示されます。

4. ［OK］ボタンをクリックすると、ダイアログボックスが閉じて変
更が適用されます。

図面の用紙サイズを設定する

図面の用紙サイズ、用紙の方向、総サイズは、必要に応じて設定で
きます。また、必要であれば数ページにわたって印刷されるような
図面を作成することもできます。最大図面サイズは用紙のサイズと
方向によりますが、約43.18cm × 43.18cm です。選択可能な用紙サ
イズは、現在使用しているプリンタまたは印刷デバイスで出力でき
る用紙のサイズによって異なります。例えば、もし現在使用してい
るプリンタがA4 サイズとB5 サイズにだけ対応しているのであれば
、それよりも大きな紙にも小さな紙にも印刷することはできません
（「図面のレイアウト」をご覧ください）。

図面の用紙サイズと方向を設定するには：
1. ファイルメニューから［ページ設定］を選択します。［ページ設定

］ダイアログボックスが現れます。これは選択されているプリン
タに固有のダイアログボックスなので、使用するプリンタによっ
て異なります。

2. 印刷したい図面の用紙のサイズを選択します。
3. 印刷したい図面の用紙の方向（縦または横）を選択します。
4. ［プリント］ボタンをクリックします。

図面サイズを変更する

レイアウトメニューを開いて、［図面サイズ...］を選択してください
。ダイアログボックスが現れて、現在の総図面サイズをブロックダ
イアグラム形式で表示します。
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このダイアグラムは、使用可能な最大の図面サイズを示しています。
各ブロックが１ページに相当します。黒くなっているブロックが現在
の図面サイズです。ダイアグラムをクリックすることで、図面の全
体的なサイズと形を設定することができます。

図面サイズを変更するには：
1. 黒くなっているページブロックの１つをクリックして、マウスボ

タンを押します。
2. マウスボタンを押したまま、使いたい図面のサイズに必要な数の

ページブロックが黒くなるまでドラッグし、マウスボタンを放し
ます。

3. ［OK］ボタンをクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
DraftingCAD の描画ウインドウには、通常、図面全体の一部だけが表

示されます。
図面の他の部分が見えるようにウインドウをズームアウトするかス
クロールすることで、図面サイズが変わったことが確認できます（
「図面のズームインとズームアウト」をご覧ください）。

定規とカーソル
DraftingCAD のオンスクリーン定規は、図面上の正確な位置にオブジ
ェクトを描いたり配置したりするときに大変便利です。定規は描画
ウインドウの上端と左端に表示され、スクロールしている間のウイ
ンドウの現在位置を反映します。表示倍率が変わると（ズームイン
またはズームアウトすると）、それに応じて目盛りが変わります。
定規はDraftingCAD の十字カーソルと一緒に使うといっそう効果があ
ります。描画ツールがアクティブなとき、十字カーソルは縦横に伸
びて、定規の中にまで表示されます。

定規

定規は画面サイズ（標準サイズ）、または現在の図面の尺度と単位
に合った数値で表示させることができます。例えば、縮尺が「1：10
」の場合、定規の一目盛りは５（５センチ、10 センチ、…）になり
ます

DraftingCAD の定規を表示するには：
・レイアウトメニューから［定規の表示］を選択します。定規が表

示され、レイアウトメニューの［定規の表示］コマンドの横にチ
ェックマークが付きます。

尺度定規を表示するには（［定規の表示］がチェックされていると
き）：

・レイアウトメニューから［尺度定規］を選択します。
標準定規を表示するには（［定規の表示］がチェックされていると

き）：
・レイアウトメニューから［標準定規］を選択します。

カーソル

十字カーソルを始動させるには：
・環境設定メニューから［十字カーソル］を選択します。描画ツー

ルがどれか選択されていると、十字カーソルが現れます。
小さなカーソルを始動させるには：
・環境設定メニューからもう一度［十字カーソル］を選択します。
環境設定メニューの［十字カーソル］コマンドからチェックマーク

がなくなります。描画ツールがどれか選択されていると、カーソ
ルは小さなプラス記号になって表示されます。

8


